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（訂正）「連結孫会社（ＳＰＣ）の異動に関するお知らせ」の一部訂正のお知らせ 
 

  平成 22 年５月 10 日付で発表いたしました「連結孫会社（ＳＰＣ）の異動に関するお知らせ」の記載内容に一

部訂正すべき事項がございましたので、下記のとおりお知らせいたします。なお、訂正箇所は下線を付して表

示しております。 

 

記 

 

【訂正前】 

 

２． 当社グループの連結業績に与える影響について 

本件連結孫会社の異動による当社平成 21 年９月期通期連結業績に与える影響については軽微であ

ります。 

なお、当社の連結財務諸表への影響については、本件異動によりＡＳＮファーストが連結対象から除

外となることから、ＡＳＮファーストが保有する不動産（固定資産、連結簿価 8,420 百万、平成 22 年３月

31 日現在）および短期借入金（8,146 百万円、平成 22 年３月 31 日現在）等の資産・負債の圧縮が進む

見込みであり、来期以降の当社グループの財務体質の改善に繋がるものと考えております。 

当社グループでは、本日公表の「平成 22 年９月期第２四半期決算短信」にも記載の通り、コア事業の

斡旋事業、プロパティ・マネジメント事業が堅調に推移し、平成 22 年９月期第２四半期の営業利益が期

初計画を上回って推移しております。 

当社グループでは、今後も引き続き、不動産マーケットの変化や当社グループ業績への影響を勘案

しながら、保有不動産の売却や連結対象ファンドのオフバランス化等の施策を含め、財務体質の改善と

コア事業への経営資源の集中により安定した収益構造の確立を目指してまいります。 

 

 

【訂正後】 

 

２． 当社グループの連結業績に与える影響について 

本件連結孫会社の異動による当社平成 22 年９月期通期連結業績に与える影響については軽微であ

ります。 

なお、当社の連結財務諸表への影響については、本件異動によりＡＳＮファーストが連結対象から除

外となることから、ＡＳＮファーストが保有する不動産（固定資産、連結簿価 8,420 百万円、平成 22 年３

月 31 日現在）および短期借入金（8,146 百万円、平成 22 年３月 31 日現在）等の資産・負債の圧縮が進

む見込みであり、来期以降の当社グループの財務体質の改善に繋がるものと考えております。 

当社グループでは、本日公表の「平成 22 年９月期第２四半期決算短信」にも記載の通り、コア事業の

斡旋事業、プロパティ・マネジメント事業が堅調に推移し、平成 22 年９月期第２四半期の営業利益が期

初計画を上回って推移しております。 

当社グループでは、今後も引き続き、不動産マーケットの変化や当社グループ業績への影響を勘案

しながら、保有不動産の売却や連結対象ファンドのオフバランス化等の施策を含め、財務体質の改善と

コア事業への経営資源の集中により安定した収益構造の確立を目指してまいります。 

 

以 上 


